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特集  「新しい市場」～年齢、偏差値、地域を超えて

取材・文／鈴木康介　撮影／木藤富士夫

　本
学
の
専
門
職
大
学
院
会
計
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
研
究
科
は
、
少
子
化
に
備
え
て

社
会
人
市
場
を
開
拓
す
べ
く
、

2
0
0
5
年
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

当
初
は
募
集
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
士

業
事
務
所
の
後
継
者
需
要
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
界
等
で
の
活
躍
の
場
拡
大
な

ど
、
会
計
・
税
理
分
野
の
人
材
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
中
、
徐
々
に
入
学
者
数
が
増

加
。
来
年
度
に
は
定
員
を
12
名
増
や
し

ま
す
。

　市
場
拡
大
の
波
を
捉
え
ら
れ
た
要
因

は
3
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は
、
社
会

人
受
講
の
利
便
性
の
向
上
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
み
で

修
了
可
能
な
コ
ー
ス
を
設
け
た
ほ
か
、

土
日
の
み
で
修
了
要
件
を
満
た
せ
る
時

間
割
に
す
る
、
最
短
３
年
で
２
学
位
取

得
で
き
る
マ
ル
チ
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
を

設
け
る
な
ど
、
改
善
を
重
ね
ま
し
た
。

　２
つ
目
は
、教
育
の
質
の
向
上
で
す
。

国
家
資
格
を
取
得
し
て
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ

ン
ジ
、
ア
ッ
プ
ス
キ
ル
を
果
た
す
と
い

う
学
生
の
目
標
達
成
を
支
援
す
べ
く
、

業
界
団
体
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
生
か
し

て
採
用
し
た
実
務
家
中
心
の
教
員
で
少

人
数
教
育
を
徹
底
。
資
格
試
験
の
免
除

要
件
と
も
な
る
学
位
論
文
の
執
筆
は
、

学
生
3
〜
4
人
に
対
し
教
員
1
人
が
担

当
し
、
テ
ー
マ
決
定
の
段
階
か
ら
き
め

細
か
く
指
導
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
双

方
向
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
こ
だ
わ
っ
た
こ

と
で
、
意
欲
の
高
い
学
生
が
増
え
、
卒

業
率
は
上
昇
し
、
留
年
率
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

　３
つ
目
は
、
出
願
に
あ
た
っ
て
諸
条

件
を
付
さ
ず
、「
初
学
者
で
も
出
願
・

入
学
可
能
」
に
し
、「
初
学
者
で
も
修

了
ま
で
導
け
る
教
育
」
を
徹
底
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
忠
実
に
続
け

た
結
果
、
学
生
募
集
は
好
調
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、
最
新
の
市
場
調
査
結

果
で
は
、
現
状
の
施
策
だ
け
で
は
入
学

者
数
を
確
保
で
き
る
の
は
長
く
て
数

年
。
次
の
打
ち
手
を
考
え
て
い
ま
す
。

　社
会
人
学
生
獲
得
の
課
題
は
、
出
願

へ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
で
す
。
社
会
人

は
18
歳
に
比
べ
て
進
学
の
必
然
性
が
低

く
、
出
願
ま
で
の
検
討
時
間
が
長
期
に

とつかこういちろう●2005年に千葉商科大学入
職。学部事務課課長、教育改革センターオフィス課長、
学長事務室室長を歴任し、2025年より現職。教育改
革、学部の新設など、幅広い実務に携わってきた経験
を生かし、大学院・社会人教育の企画・運営を担う。

戸塚 浩一郎
大学院課課長

確
か
な
市
場
が
見
込
め
る

職
務
直
結
型
の
士
業
に
特
化

募
集
と
教
育
力
向
上
の
鍵
は

同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
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　この10年で公認会計士の出願者数は2倍強に増加。会計大学院全体の
入学者数も465人から732人に増加している。この追い風を逃すまいと、同
大学は募集戦略に注力。募集の主軸はWeb広報と修了生が協力する入試
説明会だ。Web広報では、志望者がメリットベースの検索キーワードで情報を
検索している点に注目し、「オンライン授業が充実」「給付金が利用可能」な
ど、社会人が求めるメリットを前面に押し出した広告やWebページを制作。入
試説明会は平日夜間のオンライン実施など、年間10回以上実施。修了生の
修士論文を見せる、在学生・修了生が体験談を話すなど、“学びが見える”コン
テンツを展開している。「オンライン履修ができると聞き入学した」「社会人の
学びに配慮していることが進学の決め手だった」という修了生もいるように、こ
うした丁寧な広報や、学びの質と利便性の向上が功を奏し、入学者数は急
増。学生の多様化も進んだ。「女性や地方在住者も増え、学生層に厚みが生
まれたことにより、ゼミでの議論の質も高まっている」（戸塚課長）。

市場拡大の追い風を最大限に生かす
会計ファイナンス研究科の募集戦略

キャンパス／千葉県市川市　学生数／6,474人　設置者／学校法人千葉学園
創立／1928年（1950年大学設置）　建学の理念／有用の学術と商業道徳の涵養
学部／商経、総合政策、サービス創造、人間社会
大学院／政策、商学、会計ファイナンス
THE 日本大学ランキング2025／201＋位

人材需要拡大の市場に粘り強く取り組み、次年度定員拡大に至った千葉商科
大学大学院会計ファイナンス研究科。背景と施策、今後のビジョンを聞く。

利便性と質向上、初学者受け入れで
社会人入学者増、定員増へ

CASE STUDY

千葉商科大学

注目！ 会計ファイナンス研究科入学者数

学生の年齢比率 社会人比率

社会人向け教育の例～専門職大学院会計ファイナンス研究科の概要

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
科

会計
プロフェッション

・公認会計士
・税理士

・公認会計士短答式試験
 一部科目免除
・税理士試験
 一部科目免除（会計系）

・税理士試験
 一部科目免除（税法系）
・公認会計士短答式試験
 一部科目免除

・CFP受験資格・AFP認定
 登録権利
・公認会計士短答式試験
 一部科目免除

・税理士

・FP資格
（CFP、AFP）

税務
プロフェッション

ファイナンス
プロフェッション

社会人に配慮した特徴得られる免除・権利めざす資格コース

▶高度専門職業人としての専門知識と実践力を修得
基礎・発展・応用実践の3段階教育で、初学者でも修了しやすい
▶経験豊富な実務家教員が指導
教員の約6割が実務家教員
▶公認会計士試験における優位性
所定科目修了による免除申請、試験合格後の実務補習の
単位認定科目設置で負担軽減
▶税理士試験の一部科目免除（会計1科目または税法2科目）
免除申請・認定用の論文指導は3～4人の少人数ゼミ構成
で徹底的にサポート。
▶CFP受験資格とAFP認定登録権利を同時取得が可能
▶授業は土日昼間＋平日夜間開講
土日のみの受講でも、修了単位の取得、免除要件の獲得が可能
▶オンライン授業の充実
会計プロフェッションは授業の3割がオンライン。税務プロ
フェッションはオンライン授業のみで修了可能。また、オンライ
ン授業の9割はライブ配信で、その場で意見、質問、対話しな
がら理解を深められる
▶最短3年で2学位取得可能なマルチディグリー制度導入
2年間で1つ目の学位取得後、再入学し修得済み科目を20
単位まで認定可能。2つ目の学位を最短1年で取得可能
▶リカレント教育として科目等履修生・聴講生、履修証明プ
ログラム開講
学び直しや、単位認定をめざし入学前から受講することも可
能。履修証明プログラムはオンライン形式で実施
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20代
26.9

30代
32.8

40代
23.9

50代
12.9

60代以上
3.5

社会人
学生
87.1

学内
進学学生
0.5

その他の学生
12.4

（％）（％）

＊１ 対象は税務プロフェッションコース。論文指導、最終試験等は、市川キャンパスへの登校が必要＊3 公認会計士・監査審査会調べ（2015年～2024年）　＊４ 文部科学省「学校基本統計」（2015年～2024年）

＊１

わ
た
り
、
家
庭
や
会
社
の
都
合
で
断
念

し
や
す
い
。
か
つ
、
学
費
は
自
腹
の
た

め
、
投
資
効
果
に
向
け
る
視
線
も
シ
ビ

ア
で
す
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
大
学
院

教
育
の
「
お
試
し
」
が
で
き
る
制
度
と

し
て
、
科
目
等
履
修
生
制
度
や
履
修
証

明
制
度
な
ど
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で

学
び
を
体
験
で
き
る
機
会
を
強
化
し
て

い
ま
す
。本
年
度
よ
り
、会
計
、租
税
法
、

経
営
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
3
領
域
の
正

課
科
目
を
3
つ
ま
と
め
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
め
ま
し
た
。

　今
で
は
1
1
0
0
人
に
上
る
同
窓
生

を
組
織
化
す
る
と
共
に
、
大
学
院
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
く
展
望
も
あ
り
ま

す
。
す
で
に
入
試
説
明
会
で
は
協
力
を

仰
い
で
お
り
、
修
了
生
に
よ
る
説
得
力

あ
る
体
験
談
は
受
験
生
に
大
変
人
気
で

す
。
今
後
は
、
付
属
高
校
や
学
部
と
の

接
続
を
強
化
し
ま
す
。
高
・
大
・
院
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
い
で
実
践
的
な
会

計
教
育
を
学
部
に
も
還
元
し
、
内
部
進

学
者
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　自
己
の
武
器
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
の
か
と
い
っ
た

悩
み
は
全
社
会
人
共
通
の
も
の
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
受
け

皿
と
し
て
輝
く
存
在
こ
そ
大
学
院
で

す
。
職
業
人
と
し
て
高
い
倫
理
観
を
持

ち
、
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
人
材

を
育
成
す
る
。
こ
の
建
学
の
精
神
に

の
っ
と
り
、
修
了
生
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
活
躍
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

※ 修了要件を超えた履修が必要
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